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【論文要旨】
『古事記』の建内宿祢は、天皇の御代の長きにわたり登場し、要所で顔を出す。理想の忠臣像を描いているとされている。説話部分における建内宿祢は、場面により建内宿祢・建内宿祢命・建内宿祢大臣、と異なる呼び名で記されている。 「大臣」は役職号だが、 「命」という敬称は、基本的に神々、天皇、天皇に準じる存在の皇子たちに限り使用される。臣下である建内宿祢が「命」と称され のはなぜか。本論では敬称を起点として建内宿祢が『古事記』でど ような役割を担 描かれているかを検討する。まず、建内宿祢を含めた「命」と称される臣下の例について、先行研
究を踏まえて考察を行い、 「命」と称される場合は、神々や天皇などの上位者の命を受けている状態であるこ を確認する。次に説話部分を文脈にそって検討し、どのような場面で「命」と称され のか またそれが『古事記』において 意味を持つのかを考察する。【キーワード】
建内宿祢、敬称、呼称、臣下、命
はじめに
『古事記』における建内宿祢は、成務・仲哀・応神・仁徳の四代の天皇に仕えた人物として描かれている。 『古事記』で初め 「大臣」という職を与えられる等、天皇の世界を支えた理想的な臣下とされており、このような臣下は他に例がない。説話部分の建内宿祢をみる 、場面により建内宿祢「命」 、建内宿祢「大臣」と呼び方が異なることがわかる。
「大臣」は役職を示すが、 「命」とは神々をはじめ天皇や天皇に準じる存在（皇子）に与えられる尊称と理解されて る。なぜ臣下である建内宿祢が「命」と称さる だろうか。敬称について、 『日本書紀』の巻頭では、 「至りて貴きをば尊と曰ふ。自餘をば命 曰ふ 並に美挙等と訓ふ。 」〈紀・神代上〉と記されており、天皇やその他の直系の一族や皇太子を「尊」として、そこに入らないものを一般的に「命」とすることが明示されている。 『古事記』ではそのような記載はされていない。 かし、例えば上巻では、伊邪那岐神・伊邪那美神が 「天神の諸々の命を以ちて」伊邪那岐命・伊邪那美命と称をかえた後に国土 「修理固成」が語れる
――
ように、敬称の変化は何らかの意味を持ち合わせていると推察される。
本稿では、 『古事記』をひとつの作品として捉え、敬称を起点に文脈
に沿って むことで、建内宿祢が『古事記』においてどのように描かれているか、またどのような役割を担うと考えられるのかを検討する。以下『古事記』については『記』と略す。

『記』の建内宿祢は、まず孝元天皇条の系譜部で確認できる。【本文
】
又、木国造が祖、宇豆比古が妹、山下影日売を娶りて生みし子
は、
建内宿祢
。此の
建内宿祢
の子、并せて九あり。 （男七・女
二）波多八代宿祢は、 （波多臣・林臣・波美臣・星川臣・淡海臣・長谷部君が祖なり。 ）次に許勢小柄宿祢は、 （許勢臣・雀部臣・軽部臣が祖なり。 ）次に蘇賀石河宿祢は（蘇賀臣・川辺臣・田中臣・高向臣・小治田臣・桜井臣・岸田臣等が祖なり。 ）次に平群都久宿祢は、 （平群臣・佐和良臣・馬御
　
連等が祖なり。 ）次に木角宿祢は、
（木臣・都奴臣・坂本臣が祖なり。 ）次に久米能摩伊刀比売。次に怒能伊呂比売。次に葛城 江曽都毘古は、 （玉手臣・的臣・生江臣・阿芸那臣等が祖なり。 ）又、若子宿祢 江野財臣が祖なり。 ）
〈中巻・孝元天皇条〉
建内宿宿祢とその子孫の九人の記載がある。 『記』の系譜部は、皇統
がどのように継承されたかを記す重要な部分であり、天皇とその一族の系譜 記載されている。臣下として系譜をもつのは建内宿祢だけである。この理由につい は諸説あるが、いずれにしても異例と言わざるを得ない
◯
。敬称について確認しておくと、 「命」の敬称はなく、あくまで
臣下として扱われていると考えてよいだろう。次に説話部分について確認しておきた【本文
】
故、
建内宿祢
を大臣として、大国・小国の国造を定め賜ひ、亦、国
々の堺と大県・小県の県主 を定め賜ひき。
〈中巻・成務天皇条〉
【本文
】
其の大后息長帯日売命は、当時、神を帰りまし。故、天皇紫之訶志比
宮に坐して、熊曽国を撃たむとしたまふ時に、天皇御琴を控かして、建内宿祢大臣
、沙庭に居て、神の命を請ひき。是に、大后神帰りまし
て、言教へ覚して詔らししく、 「西の方に国有り。金銀 本として、目の炎耀く種々の珍 き宝 多に其の国に有り。吾今其 国を帰せ賜はむ。 」
　
して、天皇答へ白したまひしく、 「高き地に登りて西の方を見れ
ば、国土見えずして、唯大海のみ有
り。 」詐をなす神とおもほして、御
琴を押し退けて控きたまはず黙 坐しき。
　
して、其の神、大く忿りて
詔らししく 「凡て茲の天下 、汝の知らすべき に非ず。汝は一道に向かひませ。 」是に、
建内宿祢大臣
白ししく、 「恐し。我が天皇、猶、
其の大御琴をあそ せ。 」
　
して、稍く其の御琴を取り依せて、なまな
――
まに控き坐しき。故、未だ幾久もあらずして、御琴の音聞こえず。即ち、火を挙げて見れば、既に崩りましぬ。　
して、驚き懼ぢて、殯宮に坐せ、更に国の大ぬさを取りて、生剥・
逆剥・阿離・溝埋・屎戸・上通下婚・馬婚・牛婚・鶏婚・犬婚 罪の類を種々まぎて、国の大祓をして、亦
建内宿祢
、沙庭に居て、神の命
を請ふ。是に、教へ覚したまふ状、具に先の日の如くして、 「凡て此の国は、汝命の御腹に坐す御子の知らさむ国ぞ」
　
して、
建内宿祢
、白
さく「恐し。我が大神。其の神 腹に坐す御子は何れの子か」とまをせば、 「男子なり」とこたへ詔らしき。
　
して、具に請ひしく、 「今如此く
言教へたまふ大神は、其 名を知らむと欲し」とこへ 即ち答へ詔らししく「是は天照大神の御心ぞ。亦、底箇男・中箇男 箇男 三柱の大神ぞ。今、寔に其の国 求めむと思ほさば 天神地祇、亦山の神と河海 諸 に、悉く幣帛を奉り 我が御魂を 船 上に坐せて 真木灰を瓠に納れ、亦 箸とひらでを多に作り、皆々大海に散 浮け 度りますべし。 」
〈中巻・仲哀天皇条〉
【本文
】
故、
建内宿祢命
、其の太子を率て、禊せむとして、淡海と若狭の国
を経歴し時に、高志前の角鹿 仮宮を造りて坐す。
　
して、其地に坐す
伊奢沙和気大神命 夜の夢に見えて云らししく、 吾が名 以ちて 子の御名に易へまく欲し。 」
　
て、言祷きて白ししく、 「恐し。命の随に易
へ奉らむ。 」亦其の神詔らししく、 「明日 旦に、浜に幸 べし。名を易ふる幣を献らむ。 」
〈同上〉
【本文
】
是に、還り上り坐しし時に、其の御祖息長帯日売命、待酒を醸みて
献らしき。
　
して、其の御祖御歌曰しく、
この御酒は
我が御酒ならず
酒の司
常世に坐す
石立たす
少御神
神寿き
寿き狂ほし
豊寿き
寿き廻ほし
奉り来し御酒ぞ
あさず飲せ
ささ
如此く歌はして、大御酒を献らしき。
　
して、
建内宿祢命
御子の為
に答へて歌曰しく、
この御酒を
醸みけむ人は
その鼓
臼に立てて
歌ひつつ
醸みけれかも
舞ひつつ
醸みけれかも
この御酒の
御酒の
あやに
うた楽し
ささ
此は酒楽の歌なり。
〈同上〉
【本文
】
天皇、日向国の諸縣君 女、名は髮長比売、其の顔容麗美 と聞し看
して、使はさむとして喚上げたまひし時に、其の太子大雀命、其の嬢子の難波津に泊てたるを見 、其の姿容の端正しきにめでて、即ち
建内
宿祢大臣
に誂へて告らししく、 「是の日向より喚上げたまひし髮長比売
は、天皇 大御所 請ひ白して、吾に賜はしめよ。 」
　
して
建内宿祢大
臣
、大命を請へば、天皇即ち髮長比売を其の御子に賜ひき。賜ひし状
は、天皇豊明聞し看す日に 髮長比売に大御酒の柏を握ら めて太子に賜ひき。
〈中巻・応神天皇条〉
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天皇代
番号
記事内容
呼称（数
)
孝元
一
系譜
建内宿祢 一
)
成務天皇
二
大臣に任命される
建内宿祢（一
)
仲哀天皇
三
神の命を請う
建内宿祢大臣 二）建内宿祢（二
)
四
気比大神の命をうける
建内宿祢命（一
)
五
酒楽の歌
建内宿祢命（一
)
応神天皇
六
髪長比売を太子（大雀命）に賜る
建内宿祢大臣（二
)
七
百済池を作る
建内宿祢命（一
)
仁徳天皇
八
雁の卵の瑞祥の歌
建内宿祢命（一
)
建内宿祢（一
)
【本文
】
此の御世に、海部・山部・山守部・伊勢部を定め賜ひき。亦、剣池を
作りき。亦、新羅人参ゐ渡り来つ。是を以ちて、
建内宿祢命
引率て、
渡の堤池として百済池を作りき。
〈同上〉
【本文
】
亦一時に、天皇豊楽したまはむとして、日女嶋に幸行しし時に、其の
島に、鴈卵を生みき。
　
して、
建内宿祢命
を召して、歌を以て鴈の卵
を生む状を問ひたまひ 其の歌に曰らししく、
たまきはる
内の朝臣
汝こそは
世の長人
そらみつ
大和の国に
鴈卵生と聞くや
是に、
建内宿祢
、歌を以て語りて白ししく、
高ひかる
日の御子
うべしこそ
問ひたまへ
真こそに
問ひたまへ
あれこそは
世の長人
そらみつ
大和の国に
鴈卵生と
未だ聞かず
如此く白して、御琴を給はりて、歌ひて曰ひしく、
汝が御子や
つひに知らむと
鴈は卵生らし
此は本岐歌の片歌なり。
〈下巻・仁徳天皇条〉
以上該当本文を提示したが、敬称 ついて表に とめ と次のように
なる。
以上の説話において、建内宿祢の敬称をみると、建内宿祢（敬称な
し） 、建内宿祢大
・
臣・
、建内宿祢命
・
、という三パターンで記されている。
【本文】では、建内宿祢が「大臣」に任命されている。これは官制上の大臣ではなく、臣のなかでの主位者を示している。成務天皇条で初めて定められた役職であり、建内宿祢は初代の大臣となる。 「大臣」という役職号は【本文】と【本文】 用いられている。臣下の序列でトップに立ち、天皇を支える忠臣としての姿を描くも と推察されるだろう。一方で「命」と称される場面はど ように考えることができるだろうか。敬称は、 『記』が神々や天皇をどのように位置づけているかを考える
上で重要な問題であり、敬称について検討することは、 『記』独自の論理を導く一助になると考えられる。そこでまず、これらの敬称について
――
どのような言及がなされてきたのかを確認したい。

『記』に描かれる神々や天皇は、 「神」 「命」 「王」といった敬称をもつ。
「命は御言なり
◯
。 」と指摘されるように、ここから転じて発言や行為をな
さる神・天皇とその皇子を指すようになったとされている。『記』では、神々を除くと、基本的に天皇、天皇の皇子たちに限り
「命」の敬称が使用されている。川副武胤氏は、 『記』における「神」「命」 「王」という敬称を身分と捉え、上巻・中巻・下巻の敬称の分布を、身分の変化、時代意識による使い分けとした
◯
。
しかしながら、この原則から外れるのが建内宿祢である。系譜を確認
したように、建内宿祢は天皇の血筋ではあるが、皇子では い。系譜部で「命」が使われないことからも天皇の血族 いう認識ではなく、臣下としての位置づけであった 間違いないだろう。そこで建内宿祢と同じく臣下でありながら例外的に「命」と称され 場合を確 てみると、次のようになる。神武天皇条…
(）道臣命（）大久米命
崇神天皇条…
(）意富多々泥古（）伊迦賀色許男命
（）日子国夫玖命
仲哀天皇条…
(）難波根子建振熊命
右に挙げた登場人物は、説話の中で「命」を付与して語られている。
このような例外的な人物の共通点について、川副氏は「必ず或る氏族の祖先」として記されていると言及している
◯
。 （）道臣命（）大久米
命、 （）日子国夫玖命、 （）難波根子建振熊命をみると、次のようにある。
・　
、
大伴連等が祖、
道臣命
、
久米直等が祖、
大久米命
二人、兄
宇迦斯を召すして罵詈りて云ひ く、…
〈中巻・神武天皇条〉
・ 「此は山代国なる我が庶兄建波迩安王、邪なき心を起こし表とする
のみ。伯父、軍 興して行でますべし。 」 とのらして即ち
丸迩の臣が祖、
日子国夫玖命
を副へて遣はしし時、即ち丸迩坂に忌瓮を居ゑて罷り往
きき。
〈中巻・崇神天皇条〉
・此の時、忍熊王、難波の吉師部が祖、伊佐比宿祢を将軍とし、太子
の御方は、
丸迩臣が祖、
難波根子建振熊命
をもちて将軍としたまひき。
〈中巻・仲哀天皇条〉
それぞれの人物を説明する際に、氏族の祖であることが記載されてい
る。
氏族の祖が「命」と記されることは 系譜の頂点にいる人物 して伝
説的な存在となり、時間とともに信仰の対象へと変化する過程で起こる現象と想定されている
◯
。ただし建内宿祢に関していえば、系譜部では確
かに子孫の記事はあるが「命」の記載はなく 散文部においても氏族の祖という明記はされていな という問題がある。
また、 （）意富多々泥古は、氏族の祖 載はないが、自らが神の
――
血を引く者であると明かした後に、初めて 「命」 として記載されている。姿を現し、祭祀者として確定 「命」と称されていることがわかる。
「こは我が御心ぞ。故、
意富多々泥古
を以ちて、我が前を祭らし
めたまはば、神の気起らず、国も安平らかにあらむ。 」 是を以ちて、駅使を四方に班ちて、
意富多々泥古
といふ人を求むる時に、河内
の美努村に、その人を見得て貢進りき。
　
して、天皇、 「汝は誰が
子ぞ」と問ひたまはば、答へ白ししく、 「
僕は大物主大神、陶津耳
命之の女、活玉依毘売を娶りて生みたまひし子 名は櫛御方命の子、飯肩巣見命の子、建甕槌命の子、僕れ
意富多々泥古
ぞ。 」と
白しき。ここに、天皇いたく歓びて詔りたまひ 天の下ぎ、人民栄えなむ。 」とのりたまひて即ち
意富多々泥古命
を以ち
て神主として、御諸山 意富 和の大神の前を拝ひ祭りたまひ又、
伊迦賀色許男命
に仰せて、天の八十毘羅訶を作らしめ、天つ
神地つ祇の社を定めまつりたまひき。 〈中巻・崇神天皇条〉
意富多々泥古が何者であるか、明らかになる前は一貫して「意富多々
泥古」と書かれている。大物主大神の子であり、その神を祭るものとして「命」が用いら たと理解できるだろう。 （）伊迦賀色許男命は右の一文にのみ登場するため保留としておく
◯
。
ここで改めて建内宿祢をみると、 「命」とある臣下の中 おいても、
更に例外的な存在であるようだ。この点について、川副氏は「不明」と
した上で次のように補足されている。
此の中の「大臣」は称号とみないとして、建内宿祢と同命の使分けは特に身分 変化とは考え難く、記自体 は何故か不明である。が是は宣命（藤原不比等に食封を賜ふ宣命、慶雲四年）に「建内宿祢命」と宣命として他の人物 例のない書き方をしているのが参考にされるので、記に於 は 下には称号 附さぬのが一般的である。にも拘らず記の作者の時代には彼 史上独特の人物であり、其様に呼習はしていた を まゝ自然 採つたものがあるのではなかろうか
◯
。
「命」について、 「記」の成立時の状況を考慮して言及している。しかし、この指摘は「命」と称される場合について説明ができるが、 『記』における建内宿祢 必ずしも「命」が用いられるわけではない。そのため、他の説話部分をどのように理解するかと う問題が残る。これに対して矢嶋泉氏は、 『記』の「王」の使用を考察する中で、 「命」
と比較し、改めて「命」という敬称がもつ意味を示して批判し い「命」は、 「命を以ちて」という動詞があるように、上位者の「命」をうけて、その命令を担い持つ者の称 理解する。そのように考えれば、神々、天皇 臣下であっても、上位者の命令を実行する者であ ば、関係なく「命」と称されると説明できる。 （）日子国夫玖命、 （）難波根子建振熊命 のように反乱伝承が多いことも、天皇の「命」をうけて戦う者を表すと理解でき （）意富多々泥古に関しても、崇神天皇 命
――
により祭祀者となった点を踏まえると、 （）伊迦賀色許男命とともに「命」を実行する者として整理することが可能となる。これは「命」とは単に尊称を表すだけではなく、説話の文脈により使い分けが生じることを示唆しているともいえるだろう。
矢嶋氏は建内宿祢が「命」と称される点についても同様に理解し、注
の部分で「建内宿祢は当初から臣下 して扱われている節があ 、従って、建内宿祢の場合、無称号が基本的な在りようと見られる。 「大臣」は職務に着目した称、 「命」 天皇ないしそれに準じた上位者の命令を合意した称号とみればよいのではないか
◯
。 」と補足している。また矢嶋
氏の説を踏まえた中野謙一氏は、下巻の敬称の使用状況を検討さ た上で、 「建内宿祢は「命」と付される場合もある。 「―大臣」の文脈が「沙庭」や天皇への取り次ぎといった臣下 しての行動であるのに対し、「―命」の文脈では太子の引率（仲哀記）や造池（応神記）のように通常の臣下を超える役割を担っている。 「大臣」と「命」との交替についてはそ ような理解が可能だろう
◯
。 」とした。
建内宿祢の敬称について、 「大臣」は職務にあたっている時の称、
は天皇また れに準ずる存在から 命令を受けて行動して 時のであろうという指摘は理解できる。では、なぜ場面 より敬称が異なるのであろうか。
先行論では『記』の敬称を全体的 把握し説明することに主眼が置か
れているが、この方法だと建内宿祢は例外 あ という説明に留まる。そこでこ 例外に説明を加える手段として、先行論で指摘されている「命」の敬称について念頭におき、より具的にそれぞれの説話を掘り
下げていくことにしたい。建内宿祢の敬称は、文脈によって適切な敬称を使用し ると推察できる 各説話を検討することで、 『記』における建内宿祢がどのような役割を担い描かれているか、より鮮明に浮かび上が のではないだろうか。

建内宿祢についてみてみると、 【本文】の気比大神との名易と、 【本
文】の池を造池する記事に「率」という表現がある。 「率」とは、力の強い者、支配的な立場にあるものが、配下にある者を従える表現 理解されるが、 『記』でも同じようにある程度の強制力を持つ表現として機能してい 。 【本文】では、建内宿祢命は後に天皇 して即位す太子（品陀和気・応神天皇） 「率」てとあり、臣下であ 建内宿祢命が太子を率いるとはどのように理解すればいいのだろうか。 『記』における「率」の例は次の通りである。◯
避りまつりしゆゑは、その八十神、おのもおのも稲羽の八上比売を婚はむ心ありて、共に稲羽に行きし時に、大穴牟遅神の神に
　
を負
せ、従者として
率
往き。
〈上巻
稲羽の素兎〉
◯
故、汝はその族の在の随に、ことごと
率
来て、この嶋より気多の
前まで 皆列み伏し度れ。
〈上巻
稲羽の素兎〉
◯
是に、八十神見 且た欺き 山に
率
入りて、大樹を切り伏せ、茹
矢をその木に打ち立て、その中に入ら むる即ち、その氷目矢を打ち離ちて拷ち殺しき。
〈上巻
根の国訪問〉
――
◯
　
して、その矢を持ちて奉りし時に、家に
率
入りて、八田間の大
室に喚し入れて、その頭の虱を取らしめたまひき。
〈上巻
根の国訪問〉
◯
故、その八上比売は、
率
来ましぬれども、その適妻須世理毘売を
畏みて 生める子者は、木の俣に刺し挟みて返りき。
〈上巻
根の国訪問〉
◯
尓して、海神自ら出で見て、云らししく、 「此 人は、天津日高の御子、虚空津日高ぞ。 」とのらして即ち内に
率
入りて、みちの皮
の畳八重を敷き また
　
畳八重をその上に敷き、その上に坐せて、
百取 机代の物を具へ、御饗して、即ちその女豊玉毘売を婚は めき。
〈上巻
海幸彦と山幸彦〉
◯
◯
故、その御子を
率
て遊びし状は、尾張の相津なる二俣椙を、二
俣小舟に作りて、持ち上りきて倭の市師の池・軽の池に浮かべその御子を
率
て遊びき。
〈中巻
垂仁天皇条〉
◯
故、建内宿祢命、其の太子を
率
て、禊せむとして、淡海と若狭の
国を経歴し時に、高志前 角鹿に仮宮を造り 坐す。
〈中巻
仲哀天皇条〉
◯

亦、新羅人参ゐ渡り来つ。是を以ち 建内宿祢命
引
率
て、渡の
堤池として百済池を作 き。
〈中巻
応神天皇条〉
◯
　
して、阿知の直が白ししく、 「墨江の中王、火を大殿に著けたま
ひき。故、
率
て倭に逃ぐるぞ。 」
〈下巻
履中天皇条〉
◯

故、曽婆訶理を
率
て、倭に上り幸す時に、大坂の山口に到りてお
もほしく、
〈下巻
履中天皇条〉
◯

故、大前小前宿祢、其の軽太子を捕へて、
率
て参出でて貢進り
き。
〈下巻
允恭天皇条〉
◯

即ちその衿を握りて
引き
率
来て、小治田に到りて、穴を堀りて立
てながら埋みしかば、両つの目走り抜けて死にき。
〈下巻
安康天皇条〉
◯

此の時、市辺之忍歯王を相い
率
て、淡海に幸行して、その野に到
りませば、おのもおのも異に仮宮を作りて宿りましき。
〈下巻
安康天皇条〉
◯
の例のみ、 「相い率て」とある 、こ 時市辺忍歯王と後に雄略天
皇となる大長谷王は皇位を争う状態にある。本文には、それぞれ別々に仮宮を作るとあり、互いに権力を握るために拮抗状態 あったと想定できる。本来はどちらか一方が「率」るものだが、 「相い率て」とすることで皇位を巡る緊張状態を表現していると考えられる。
また十五例の中で、上位者に「率」いられる対象には、後に神として
国を治める大国主や、天皇として即位する者はい が、◯
の履中天皇を
除くと「率」いられている時 即位前である。上 者 して「率」いる行為は、皇統につながる神 天 の行動とする例 ひとつもない。 「率」られる者 まだ天皇 しての資質が確定されていな 、困難な状態にある。また、即位したが、能力に疑問がある状態を示 例が注意され
◯
◯
は八十神が大穴牟遅を率いるとある。この時の大穴牟遅はまだ国
を治める能力が欠如している状態であり、脆弱な存在である。◯

でもそ
の状態が続き、試練を克服した後に大国主の神として名をかえ、国を治
――
める。◯

は海幸・山幸の説話だが、お互いの鉤を交換した後、山幸彦は
鉤を海でなくし窮地に陥る。綿津見の宮で妻となる豊玉毘売に出会い、父の海神に率いられ宮に入り婚姻し
、鉤と見つけ問題解決となる。この
時も山幸彦には天皇と ての能力に問題があり、試練をうける状態であろう。◯
は履中天皇を助け出すために阿知直が率いたと記されている。
この時、履中天皇は豊明と う大事な儀式 もかかわらず酒に酔い寝てしまい天皇としての資格が欠如した状態と考えられる。これらの例に共通する点は、後に統治者となる存在だが、必要な能力が欠如した状態であり、試練を克服して 者に相応しい力を備える過程 描 れている。◯
◯
の例は、本牟智和気御子が誰に率いられているか明らかではない
が、御子は言語を失っている状態にあり、克服す 物語が語られるため、他の例と同じ構造をもつと言える。
◯
の建内宿祢の例も、後に応神天皇となる太子を率いるということだ
が、息長帯日売命からの「命」 うけて太子を連れてい 前提がある。この時点では太子は生まれたばかりである 想定される。託宣 よって既に天皇として即位することは約束されてい が、この時点で まだ王としての能力 ないた 建内宿祢命に率いられて ると考えら る。つまり先に挙げた例 構造 共通しているのではないだろうか。 「禊ぎ」のために角鹿にき 目的は禊ぎであ が、神と名を易え神格を得ることで、皇位継承者として を得たと想定できるのである。試練克服し【本文】の御祖である息長帯日売命の元へ戻り、宴席の場面へつながる。後に天皇となる太子 付 添い庇護する立場として描かれているのであ
◯
は、造池の関する記事である。池を作ることになぜ「率」という絶
対的な表現を用いるのか、それは池を作るということは、西郷氏が「記紀に池を作った記事が多く見えるの 、それが大きな政治的な意味を持つ事業であったから
◯
」と言及しているように重要事業のひとつであった
と考えられる。 『記』の池は一貫して「作る」ものとして記されている。これは人工的な池と考えてよい。国土運営について 治水は 課題であり、水に不自由しないことは王の能力によるも として考えられているのだろう。池を作る記事は、 「初国知らす天皇」とされた崇神天皇条や、聖帝と称される仁徳天皇条にあり、池を築造するこ は天皇の徳政を象徴しているとの指摘があ
◯
。◯
では新羅人を率いて造池したとあ
り、海外から来た技術者を使い最新の を作ったこと 示 だろう。当然ながらそれは建内宿祢の意志をもって自ら行 ものではなく、天皇の「命」をうけたものと理解でき 造 は天皇 より される 業であることが明らかになる。

次に建内宿祢命の歌の場面についてみてみよう。 【本文】では、大
和に帰還した御子（後 応神天皇）を息長帯日売命が迎え、酒 献上歌をうたう。これは名を易えたことで神格 得た御子に、酒 献じるものと考えられる 対して、建内宿祢 は御子にかわり歌をうたい 祝福したこ がわかる。 「 の 酒は
我が御酒ならず」とは、酒を神聖な
ものとして寿ぐ詞章とされる
◯
。ここでは酒の神の「少御神」が醸した酒
であると御酒 由来 少名毘古那神は、上巻 大国主と協力し
――
て国作りをした後、常世に渡ったと記されている。なぜ少名毘古那神が酒の神としてうたわれるのかは諸説あるが、ここでは国作りの神からの祝福と、新羅を含めて天下が滞りなく治められた とと重ねて表現されていると考える。ここで建内宿祢命は御子にかわり歌をうたうことは、諸注釈によれば 御子が幼い めだと指摘されるが果たしてそれだけだろうか。猪股ときわ氏は、 「この御酒は我が御酒ならず」の「我」は、御祖息長帯日売命 して 「我」の動作が酒の司神の動作と重なり「神寿き
寿き狂ほし
豊寿き
寿き廻ほし」は、 「少御神」と重なる息長
帯日売命の行為と捉え
◯
。これは息長帯日売命が仲哀天皇条の託宣
の場面で「ヨリマシ して神の言葉を発している大后は、サニハ側かは「神」と一体化した身体と見られている」ためとする。そのように理解をすれば、必然的に建内宿祢命が歌をこたえるこ も納得できる。つまり、神と歌をかわすことができるのは、神のこ ばを理解できるもであり、この場面では建内宿祢であるこ 当然だろう。そして の酒楽歌をもって 仲哀天皇の御代が終わり、応神天皇 御代へと移り変わるのである。
次に【本文】の仁徳天皇条の歌をみよう。雁の卵の瑞祥譚は建内宿
祢が登場する最後の説話である。渡り鳥である雁 産卵は日本でお なわれることは珍しく、仁徳天皇は長寿者 ある建内宿祢命に雁が卵を産むときいた があ か と問いかけている。この場面で、建内宿祢命と称される点について、仁徳天皇の皇后である石之日売の祖父に たため、という指摘がある それだけでは他の場面に敬称がつく理由を説明するこ がで ない
◯
。そこで注目するのは、 「歌を以て」という表
現である。この表現は『記』では五例あるが、 『記』では歌をかわす場合、 「歌曰く」とするのが一般的である。この場面にある「歌を以て」とは、 「歌によって」ということをわざわざ記している。これは日常のことばとは異なることを示唆しており、歌 なければならない場面だと考えるこ ができる
◯
。仁徳天皇の問いに対して、建内宿祢は歌で聞いた
ことがない 答え その後天皇から琴を与えられ、いつまでも国を治められるでしょう てい 。 の説話では、今までに前例のない不思議な出来事 ある雁の産卵を 瑞祥と判断して仁徳天皇の治世を讃えている。瑞祥であるとい 答え 琴を弾くことで明らかになって る。琴は【本文】の息長帯日売命の神帰せにあるように、その音色をもって神の声をきく重要な道具であ 。そし は、 または天皇 許された者でなければ専有できない 指摘されている
◯
。ここでも建内宿祢は
神と交流が きる人物として描かれて 建内宿祢が天皇を「汝」とうたうのは、臣下であるこ を踏まえ 不審だが、建内宿祢を媒介者として神が仁徳天皇にうた かける表現と理解すれば、自ずと建内宿祢の役割が示されるだろう。そして、やはりこ もこの雁 の説話から枯野の琴の瑞祥を語り応神の御代は終わり、建内宿祢もそ 役割 終えるのである。

終わりに
建内宿祢の敬称を契機として、それぞれの説話について検討してき
た。 「命」の敬称は、基本的に臣下に付されるもの はな が、文脈によって「命」と称される例がある。建内宿祢の場合は、系譜に敬称がな
――
いことからも、本質では臣下として位置づけられていると考えられる。しかし説話では建内宿祢命として描かれる場面があり、その場合は天皇などの上位者からの「命」をうけて行動でき 資格を得ている状況を示していると考えられる。具体的には、仲哀天皇条で御子 庇護し皇位継承を確か も に 、応神天皇条では造池という国家事業を担った。して仲哀天皇条と仁徳天皇条では天皇の治世を言寿ぐ歌をのこしている。このようなことを可能にする存在は他に おらず、建内宿祢は「大臣」という忠臣の姿だけではなく 巫覡として神の声を届けて、天皇の御代を予祝する役割 持つの ある。また、仲哀天皇・仁徳天皇の最後に天皇が自ら「命」して寿ぎ、天皇 御代を予祝させたと考えることもできるだろう。これは「命」と称される時に語られており、 「大臣」の職務としては語られないという新た 疑問が出て る。建内宿祢 命」と記される場合との比較も含めて、建内宿祢「大臣」としての説話の分析は今後検討を加える課題とす＊本文の引用は、西宮一民『修訂版
古事記』 （おうふう
二〇〇三年） 、日本古
典文学大系『日本書紀』 （岩波書店
一九六五年）に拠る。但し旧字は改めた。
　　　
◯
これについて諸注釈では、推古朝で絶大な権力を持った蘇我氏が付加した
（古典日本文学大系『古事記』岩波書店） 、仁徳天皇の皇后となる石之日売命の父である葛城曽都毘古を導くために記載された（新潮日本古典集成『古事記』新潮社）という指摘がある。
　　　
◯
本居宣長『古事記伝（本居宣長全集） 』筑摩書房
一九七八年
　　　
◯
川副武胤「古事記の考察―その構成と理念―」 『史学雑誌』六一―一
一
九五二年一月初出（後に『古事記の研究』に所収）
　　　
◯
川副前掲論文によれば、 「神武巻の道臣命、大久米命は問題ない。意富多
多泥古、は神の子、 （伊迦賀色許男）は皇族、日子国夫玖、難波根子建振熊は丸迩臣の祖、建内宿祢は前述、丸迩臣の祖が「命」とあり、これと丸迩臣の功を語る物語が記中格段に多い事から記と丸迩臣（春日臣等一族）との特殊な関係が考えられる。 」 （注二二・五九頁 と言及している。
　　　
◯
原田敏明「古事記の神」 『古事記大成（神話民俗編） 』平凡社
一九五八年
　　　
◯
川副氏前掲論文では、伊迦賀色許男命は、孝元天皇の系譜部に「伊迦賀色
許売命」という名があることから、ヒメ・ヒコ制をもとに皇族ではないかという指摘している。
　　　
◯
川副武胤「古事記の考察―その構成と理念―」 『史学雑誌』六一―一
一
九五二年一月初出（後に『古事記の研究』に所収）
　　　
◯
矢嶋泉「 『古事記』の「王」 」 『青山学院大学文学部紀要』三四号、一九九
三年一月
　　　
◯
中野謙一「 『古事記』中・下巻の敬称」 『学習 大 院日本語日本文学』
一号、二〇〇五年
　　　
◯

西郷信綱『古事記注釈』平凡社
一九七九年
　　　
◯

佐竹美穂「記紀における〈池〉―『常陸国風土記』との記述 比較―」
『都大論究』四七号、二〇一〇年六月
　　　
◯

土橋寛『古事記歌謡注釈』角川書店
一九七二年
　　　
◯

猪股ときわ「酒の起源・舞の起源― の酒楽之歌を読む」 『人文
学報』第四六二号
二〇一二年（後に『異類に成る

歌・舞・遊びの古事記』
に所収）
　　　
◯

西宮一民『新潮日本古典集成』新潮社
一九七九年
　　　
◯

拙稿「王権の始まりを記すー伊須気余理比売の役割についてー」 『古代歌
謡とはなにかー読むための方法論』笠間書院
二〇一五年
　　　
◯

居駒永幸「古事記 歌と琴歌譜―琴の声の命脈」 『古代の歌と叙 文芸史』
笠間書院
二〇〇三年（初出「 『古事記』の歌と『琴歌譜』―琴の声の命脈
―」古事記研究大系『古事記の歌』高科書店
一九九四年）
